
（熊谷市）記者クラブ取材情報 

事業の名称等  「～没後 100周年記念～ 

          奥原晴湖展」の開催について 

１．実施日時等   平成２５年４月２日（火）午前・午後９時００分 

～平成２５年５月１２日（日）午前・午後 ５時００分まで 

２．会場・主催地 

３．主催者・関係者 

（１）団体名等 

（２）代表者名                    ＴＥＬ 

４．事業内容 

 

 

 

 

５．目的・理由 

 

 

６．経緯・経過 

 

 

７．影響・効果 

 

 

８．この事業の実施による特記事項 

 

 

 

（１）県内の状況 

  ア．県内で初めて イ．県内で    番目    実施市別紙のとおり 

（２）他市が実施している事業に比べて本市の特色 

 

 

 

  ・他市と同じ 

※ 資料の有無（ 有 ・ 無 ） 

担当課                     担当者 

連絡先 ＴＥＬ                                                    

奥原晴湖を、没後 100周年という節目

て 100周年の節目の年にあたります。それを記念して、古河歴史博物館のご協力の元、古

河・上野時代から熊谷時代の晩年に至るまでの晴湖の代表的な作品（市指定文化財を含む）

と、その作品の元となった粉本（スケッチ）を展示し、併せて記念講演会とゆかりの地・

現地見学会を実施します。出品作品数：４５点 

今回展に併せて記念講演会と現地見学会を行います。 

記念講演会：４月 16日（火）テーマ「奥原晴湖の生涯と作品について」講師／稲村義雄氏

（晴湖を偲ぶ会会長） 場所／熊谷市立熊谷図書館 4 階第一講座室、現地見学会：4 月 23

日（火）龍淵寺・奥原晴湖終焉の地（熊谷図書館で大型バスを用意します） 

日本の近代南画家を代表する作家・奥原晴湖の作品を展示することで、そ

過去に当館で昭和 58年に「奥原晴湖展」を開催していますが、古河歴史博

の作品の素晴らしさを堪能していただくとともに、熊谷にゆかりのある作家を広く多くの

方に知っていいただくことを目的としています。 

熊谷市立熊谷図書館 美術展示室 

 

主催：熊谷市立熊谷図書館  

熊谷図書館 048‐525‐4551  熊谷図書館長 齊藤道夫 

今年は、古河に生まれ、熊谷で没した近代南画家の巨匠である奥原晴湖が没し

物館の全面協力による企画展は今回が初めてとなります。 

熊谷ゆかりの作家は数多くいますが、全国的に有名な作家を取り上げるこ

とで、郷土熊谷ゆかりの美術・芸術を多くの方に知っていただき、「芸術のまち」として

の本市を知っていただくことができると思われます。 

の年に取り上げるのは全国的に本市が初めてです。また、生まれた地である古河歴史

博物館の全面協力により、古河に残る代表作も展示できたことが、今回展の大きな特

色の一つです。 

 主 幹  金 子 正 之 

 048‐525‐4551 

 熊谷図書館 

平成２５年３月２７日発表 

担当課：熊谷図書館 
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垂掲桃花四 (部分)熊 谷市指定文化財

時間:午前九時～午後五時

会場 :熊谷市立熊谷図書館 三階美術展示室
(劇窯後洋F丁れそガくWr2-33-2  048-525-4551)

主催 :熊 谷市立熊谷図書館



年号

天保8年

安政元年

安政 5年

元治 2年

西暦 年 齢

1837

1854  18デ元

残
境

駆
断

出 来  事

8月 15日、父古河落大番頭池田舞右衛門政明 (禄高330石、弓符指南)、 母同藩山中氏の
長女きくの四女として、下絵国古河の片町 (現在の茨城県古河市)に 生まれる。幼名は
「せつ」または 「節」、通称は 「せいこ」。

絵を古河落士枚口水石に学び、石芳の号を授かる。この頃古名日、特に明清諸大家の画
を模写する。

この頃石芳の外に、次琴、珠審、家錦などの号を用いる。

関宿落士奥原源次左衛門帯刀の養女となり江戸へ出る (源次左衛間の妻は、晴湖の父池
口政明の妹)。 すまいを上野摩利支天横町におき、号を晴潮とする。この号はのちに東
海晴湖などとした。伸御徒町3丁 目74番地の画室を墨吐姻雲機と命名する。
12月3日、不忍弁天島の吉田亭にて、披露の要を開く。大沼枕山、松田環翠、鈴木密湖、
福島柳日、服部渡山等25名が列席する。

2月 、 1月 に嫡患 った成辰戦争の 卜邸の戦火を避け、古河落領上川上村 (現在の熊谷市
上川上)稲 村貫一郎氏のもとへ移る。3月 に上京するが再びJil上 村へ移る。この年、
山内容堂、木戸孝允、大沼枕山らの日会に出席。彼ら政界の名士らと交流し、名声をあ
↓する。

この年、小杉てる、15歳で入門。のちに養女となり、のちに奥原晴審と号す。

この頃、清の画人婦板橋の書風を研究。渡辺策入開。晴嵐と号す。

8月 、男子の敵援脱刀令がでると、晴湖も断妻をする。11月、上野庫利支天横町に春暢
家塾を開業する。

11月、宮中皇后陛下の御前で揮宅。

縛冒寵予格罷芳tと準捨肇書釜伊ちPl幹
jll・冬崖らと半間社を結成。この頃、菅

1月、晴嵐 ・稲村貫一郎らとともに関西旅行。奈良では、のちに作品を残す月ヶ瀬の梅
林をまわり、大阪では五代友厚に招かれる。京都では、谷鉄臣、田本☆石、中西耕石、
前日半口ら文人らと交わる。6月 には勝海舟、川上冬農らを訪ね、東京に帰る。

大日本書首人名接編 『皇国名誉書函人名録』に、関秀画家として晴湖の名が筆頭にのぼ
る。この頃から、東海書きと称される作品を多く世に出す。

1月、岡倉天心、情湖に揮墓依頼。この頃、西洋画法の写実主義夫いに流行。南画 (文
人画)没 落の傾向あり。フェノロサの話演の中で文人田が排斥される。6月 、春B象 塾
を開塾。

「東京名豪表」に、題家十採として晴湖の名が、川村雨谷、菅原白龍、滝和亭、渡辺小
華、河鍋院斎らとともにあげられる。この氏 洋画の流行による写実主義に刺激き払
晴湖も写実的な作品を描く。

墨吐姻雲様が鉄道敷設用地 (現在の山手線)と して買上げされ、3月 、下谷仲御徒町3
丁目塑番地へ転居する。

2月 、東京を去り、稲村買一郎を頼つて、再び熊谷在成田村上J可上へ移る。日室を織沸
草堂 (のちに績水車堂、寸馬豆人楼)と 称す。この時晴翠は東京に残り、晴出が熊谷ヘ

従う。

3月 、暗出らをともない、北越旅行に出発。赴後の燕封察長谷川象 (現在の新潟県長岡
市塚野山)に 2週 間滞在。 7月熊谷へ帰る。秋、上州に遊ぷ。

松島方面に旅行する。

1月、晴農らをともない、関西旅行をする。名古屋 ・伊勢をまわり、5月 に帰宅する。

晴嵐らをともない東北旅行。仙台 ・米沢に遊ぶ。米沢では、明治5年以来交流のある小
野三之助宅にて22日ほど滞在する。

滝触進吉入円。晴華と号す。

7月 28日英原晴湖残。熊谷市上之の龍淵寺に葬られる。

熊谷町有志主催 『奥原晴瀬遣墨展覧会』が開かれる。

熊谷町立図書館主催道墨展覧会開催。

11月、晴湖の甥、池田多喜雄氏により、摘水草堂が古河の生家に移築される。これにと
もない、題室において、通墨並びに遠品展覧会が開催される{16・17日)。12月、東京、
上野美術館において遺塁展覧会が開催 (8日 ～15日)。 428点出品。

熊谷市立園書館において「奥原晴湖展」開催 (4/2～ 5/8)

この前年に、奥原象から古河市に、補水革堂が寄贈され、古河歴史博物館に移策復元、
公開される。古河歴史博物館において奥原晴瀬田室済水草堂移築記念 「奥原晴湖展」を
離  (3/20～ 5/5)。

熊谷市立熊谷図書館において、 「～没後1011周年記念～奥原晴湖展」開催 (4/2～ 5/12)

慶応4年  1868鋭 歳

明治2年

明治 3年

明治4年

明治5年

明治 7年

明治11年

明治12年

明治15年

明治19年

1869

1870

1871

1872

1874
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靖
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蟻

1878 42歳

1879  43式騒

述親 46歳

1886 5tl歳

明治23年 1890 54歳

明治24年 1891 55歳

明治294F 189660歳

明治80年 1897

明治31年 1898

明治33年 191Xl

明治424 1909

大正 2年  1913

大正9年 192tl

昭和2年 1927

昭和4年 1929

昭和58年 1983
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平成25年 刻 13


